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体
制
化
の
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
る
検
討

∬

一

語
句
形
式
に
お
け
る
体
制
化

1

桐

村

雅

彦

　
　
序
　
論

　
「
認
知
心
理
学
（
8
α
q
昌
三
く
Φ
甥
閤
ぎ
δ
o
q
団
）
」
が
現
代
の
心
理
学
の
一
つ
の
流
れ

を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
の
転
換
期
は
、
ま
さ
に
一
九
六
〇
年
前
後
の
頃
で

あ
っ
た
。
そ
の
契
機
は
、
人
工
知
能
の
研
究
で
あ
り
、
O
げ
。
§
ω
ξ
の
言
語
学
に
お

け
る
「
変
形
生
成
文
法
」
の
提
唱
で
あ
り
、
き
ら
に
実
験
心
理
学
で
の
ζ
日
興

（H

?
ｿ
①
）
の
直
接
記
憶
（
ぎ
目
。
9
9
8
旨
⑦
ヨ
。
蔓
）
す
な
わ
ち
後
の
短
期
記
憶
（
跨
。
吋
？

8
鴇
ヨ
實
Φ
日
。
蔓
）
の
研
究
な
ど
で
あ
っ
た
。
切
遷
昌
Φ
び
O
o
o
畠
p
o
ぎ
俸
〉
口
。
。
什
一
5
（
μ
㊤

α
Φ
）
の
言
葉
を
借
用
す
る
な
ら
ば
、
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
一
九
二
〇
年
頃
の
当
時
に

盛
ん
で
あ
っ
た
高
等
な
精
神
過
程
の
研
究
が
、
時
を
経
て
認
知
主
義
（
8
α
q
旨
ロ
く
屋
旨
）

の
復
興
（
吋
0
5
鋤
μ
o
o
ω
恥
P
O
O
）
を
迎
え
こ
た
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
殊
に
記
憶
研
究
の

領
域
に
あ
っ
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
人
間
の
記
憶
シ

ス
テ
ム
を
情
報
処
理
過
程
（
謀
。
§
餌
ま
昌
箕
。
8
。
。
。
・
ぎ
o
q
℃
8
8
。
・
。
。
）
と
し
て
記
述
す
る

傾
向
が
中
心
と
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
寓
貸
霞
に
始
ま
る
短
期
記
憶
研
究
、

2
。
一
ω
ω
巽
（
お
㎝
①
）
や
切
δ
g
。
象
⑦
馨
（
同
8
。
。
）
に
よ
る
情
報
処
理
過
程
に
つ
い
て
の

先
駆
的
な
研
究
と
提
言
な
ど
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
人
間
の
知
識
と
か
か
わ
る

長
期
記
憶
（
ざ
甘
受
け
9
§
ヨ
。
ヨ
。
曼
）
あ
る
い
は
意
味
論
的
記
憶
（
の
①
B
9
三
甘
B
①
巳
。
藁
）

に
関
係
す
る
い
く
つ
か
の
構
造
的
モ
デ
ル
の
出
現
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル

は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
大
き
く
2
つ
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方

の
モ
デ
ル
の
流
れ
は
、
項
目
間
の
連
合
を
二
心
に
し
た
、
例
え
ば
U
。
①
ω
。
（
お
①
㎝
）

の
．
、
器
ω
o
o
冨
曰
く
。
口
。
箸
。
時
。
。
、
、
か
ら
最
近
の
署
軽
目
o
P
男
主
目
Φ
子
餌
詳
黒
い
乞
因

（一

?
ﾓ
）
の
．
．
⇔
亀
く
Φ
。
・
胃
二
。
ε
巴
口
Φ
暑
。
吋
訂
”
、
に
至
る
も
の
な
ど
で
あ
る
。
他
方

の
流
れ
は
、
竃
旨
①
が
○
巴
⇔
曇
Φ
び
卸
勺
ユ
げ
冨
日
（
H
㊤
①
O
）
の
、
．
↓
○
↓
国
印
臼
碧
。
匡
Φ
吃
．

（
門
O
↓
国
は
目
。
の
け
I
O
℃
曾
魯
Φ
一
↓
0
9
1
素
図
謬
の
略
）
や
最
近
の
］
≦
鋤
ロ
亀
Φ
吋
（
H
㊤
①
刈
）

の
記
憶
の
体
制
化
の
階
層
モ
デ
ル
な
ど
に
代
表
き
れ
る
階
層
的
構
造
を
中
心
と
し

た
流
れ
で
あ
る
。
し
か
し
ど
の
よ
う
な
主
張
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
記
憶
構
造
に

つ
い
て
の
モ
デ
ル
の
中
に
、
体
制
化
さ
れ
た
知
識
の
構
造
や
機
能
を
組
み
込
む
必

要
性
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
総
合
的
で
統
合
的
な
人
間
の
情
報
処
理
過
程
の
研
究

が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
ま
で
の
記
憶
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
体
制
化
構
造
へ

の
配
慮
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
か
い
え
な
い
。
体
制
化
構
造
の
組
み
込
み
に
は
、

ま
だ
多
く
の
研
究
と
知
見
の
集
積
が
必
要
で
あ
る
が
、
方
法
論
上
の
足
掛
り
と
し

て
は
い
く
つ
か
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
そ
の
一
つ
と
し

て
、
桐
村
（
お
謬
）
が
用
い
た
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
（
号
。
・
§
聾
津
蓄
陣
。
。
）
の
適
用
に

よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
閏
鼠
。
巳
ぼ
（
H
鶏
㊤
）
は
、
体
制
化
構
造
の
記

述
に
際
し
て
、
ω
Φ
℃
母
F
即
窯
．
の
「
近
接
性
の
分
析
（
震
。
臨
巳
曙
§
巴
琶
。
。
）
」

に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
…
分
析
な
ど
の
方
法
を
、
ζ
一
○
蜀
B
（
竃
。
匪
。
駐
h
自
○
鎚
喜
一
。

幻
・
肩
霧
。
三
9
。
冨
鼠
》
ω
ω
。
9
帥
け
オ
Φ
寓
①
ヨ
。
越
ω
霞
二
9
弩
・
ω
）
と
名
づ
け
て
詳
細
な
分

析
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
図
1
は
、
甲
回
歴
山
蔓
（
お
刈
り
）
が
分
類
し
た
自
由
再
生
反
応
の
分
析
流
れ
図
で

あ
る
。
彼
は
、
再
生
反
応
の
再
生
順
序
に
よ
っ
て
体
制
化
構
造
の
検
討
を
行
い
、

一101一一



臼¢co鎚

Pr酵ocob

4

hor5c
eOW
lion

dog
cαセ

Triα16
2 3

Iion

†igor
dog
CO甲

　1¢9
　ρoo？

　ofm5pinoch

co十
dOg
Ilon
「¢9

o
％％
　　　りη

殴do　ionol

hドormoセゆn

　　　　　絶。心

　　　lrm

in80rmo膏ion」

Numb¢r　r¢coh¢d
S¢riol　PO6i↑lon

fun‘セion5，CC，髄C，21

1n†¢r・陀5ρon5¢

　　Tim¢5
　　　1↑¢m

Co・occurr¢nc¢
Ou「PuT　ordcr

！
雌

・
層
6
響

5Ψructur¢。虚orggnizoセion迭m。りnセof　org。nizoセion

5呵cc，iv¢
orgon…ZOセion

Co㍗¢gorY
C8U5†¢ring

自由再生反応データーから得られる

役に立つ情報の分類

　（Friendly，1979，　P88より）

図1

ζ
I
O
冨
ヨ
に
よ
る
方
法
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
　
例
え
ば
、
カ

テ
ゴ
リ
リ
ス
ト
や
非
カ
テ
ゴ
リ
リ
ス
ト
の
再
生
に
対
す
る
「
近
接
性
の
分
析
」
の

妥
当
性
、
複
数
の
記
億
モ
デ
ル
の
構
造
特
性
の
検
討
、
系
列
位
置
の
初
頭
性
項
目

と
新
焦
性
項
目
の
分
析
、
自
由
再
生
と
自
由
放
出
（
｛
「
O
Φ
　
O
h
ロ
一
ω
匂
。
凶
O
昌
）
と
の
体
制

化
構
造
の
類
似
性
の
指
摘
な
ど
で
あ
る
。
桐
村
（
同
㊤
刈
㊤
）
の
分
析
は
、
図
1
で
の

”
再
生
反
応
↓
（
体
制
化
）
↓
関
係
情
報
↓
再
生
順
序
↓
体
制
化
の
構
造
”
の
流
れ

に
該
当
す
る
。
そ
し
て
、
甲
一
Φ
巳
帯
の
寓
一
○
罠
ヨ
に
よ
る
体
制
化
構
造
の
方
法

上
の
有
用
性
は
、
桐
村
（
同
㊤
お
）
も
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
桐
村
（
H
㊤
刈
り
）
の

場
合
は
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
体
制
化
率
や
P
F
（
冨
亨
h
話
ρ
器
口
畠
）
な
ど
の
体

制
化
尺
度
が
、
体
制
化
構
造
の
質
的
分
析
の
際
に
有
効
な
道
具
と
な
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
加
え
て
体
制
化
構
造
の
個
別
的
も
し
く
は
個
人
的
な

特
性
（
例
え
ば
概
念
型
と
か
連
想
型
と
か
な
ど
）
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
験
の
計
画
や
材
料
な
ど
に
お
い
て
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
実
験
に
使
用
し
た
刺
激
材
料
は
、
刺
激
項
目
間
の
連

想
関
係
を
統
制
す
る
に
当
っ
て
、
梅
本
（
同
り
＄
）
の
連
想
基
準
表
の
頻
度
を
用
い
た
。

そ
の
上
で
、
連
想
関
係
と
体
制
化
構
造
の
関
連
性
を
調
べ
た
の
で
あ
る
が
、
連
想

型
や
概
念
型
の
体
制
化
構
造
の
指
摘
は
、
個
別
的
な
事
例
と
し
て
し
か
扱
い
え
な

か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
学
習
者
全
体
に
つ
い
て
の
解
釈
に
至
ら
ず
、
ま
た
統
一
的

見
解
を
も
提
示
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
重
ね
て
こ
の

個
別
的
な
体
制
化
構
造
の
特
徴
抽
出
に
的
を
絞
っ
て
再
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
再
検
討
を
加
え
る
に
あ
た
っ
て
の
特
徴
的
な
工
夫
は
、
刺
激
リ
ス
ト
の
構
成
に

あ
る
。
実
験
1
で
は
三
つ
の
品
詞
に
属
す
る
項
目
を
用
い
、
実
験
H
で
は
実
験
1
の

リ
ス
ト
構
成
の
欠
点
を
補
う
た
め
に
句
形
式
の
項
目
を
用
い
、
自
由
再
生
事
態
に

お
け
る
体
制
化
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
実
験
1
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

て
お
く
。
実
験
1
で
の
刺
激
項
目
は
三
つ
の
品
詞
か
ら
構
成
す
る
と
前
述
し
た

が
、
そ
の
も
く
ろ
み
は
、
単
語
間
の
連
想
を
二
つ
に
分
離
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一

つ
は
同
一
品
詞
間
で
な
き
れ
る
連
想
（
饗
量
盛
o
q
ヨ
讐
。
器
。
。
8
§
ゆ
自
）
で
あ
り
、
他

は
異
な
る
品
詞
間
で
な
き
れ
る
連
想
（
o
n
団
口
け
9
0
q
h
P
餌
酔
μ
0
　
9
0
0
0
0
0
0
μ
9
0
樽
け
O
口
）
で
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
連
想
の
型
に
よ
っ
て
、
学
習
者
の
記
銘
お
よ
び
再
生
の
方
略
（
。
，
け
冨
酔
。
σ
q
団
）

を
取
り
出
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
再
生
反
応
の
分
析
の
上
か
ら
考
え
直
せ
ば
、
同

一
品
詞
カ
テ
ゴ
リ
に
よ
る
群
化
や
異
な
る
品
詞
閥
の
連
鎖
に
よ
る
主
観
的
体
制
化

を
取
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
群
化
や
主
観
的
体
制
化
は
、
各
々
の
体
制
化
尺
度
に

よ
っ
て
量
的
に
把
握
し
う
る
が
、
異
品
詞
間
の
項
目
の
つ
な
が
り
方
に
意
味
が
あ

る
も
の
か
否
か
、
い
い
か
え
れ
ば
そ
の
構
造
的
特
徴
と
い
う
質
的
分
析
に
は
、
ク

ラ
ス
タ
ー
分
析
（
最
短
距
離
法
に
よ
る
）
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
他
の
実
験
上
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
桐
村
（
一
㊤
刈
㊤
）
と
同
じ
で
あ
る
。

実
験
　
1

　
目
的
　
学
習
者
の
体
制
化
構
造
の
差
異
を
、

に
よ
り
分
析
す
る
。

自
由
再
生
反
応
で
の
品
詞
間
関
係

一102一



　
方
法
　
実
験
は
、
多
試
行
自
由
再
生
方
式
に
よ
る
4
試
行
の
学
習
（
記
銘
i
自

由
再
生
）
と
5
試
行
の
連
続
自
由
再
生
で
行
っ
た
。

　
学
習
試
行
で
提
示
し
た
リ
ス
ト
項
目
は
、
、
1
8
単
語
で
形
容
詞
．
名
詞
．
動
詞
の

各
品
詞
ご
と
に
6
単
語
ず
つ
で
あ
る
。
リ
ス
ト
は
一
種
類
だ
け
で
、
具
体
的
に

は
、
形
容
詞
が
「
赤
い
、
黒
い
、
白
い
、
大
き
い
、
広
い
、
長
い
」
で
あ
り
、
名

詞
が
「
き
か
な
、
い
ぬ
、
と
り
、
船
、
飛
行
機
、
自
動
車
」
、
そ
し
て
動
詞
が

「
た
べ
る
、
つ
く
る
、
の
る
、
な
く
、
お
よ
ぐ
、
う
ご
く
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら

18

P
語
の
選
択
は
、
実
験
者
の
任
意
な
判
断
で
行
っ
た
た
め
、
連
想
価
や
使
用
頻

度
の
統
制
は
加
え
て
い
な
い
。

　
被
験
者
は
女
子
短
大
生
六
十
九
人
で
、
1
8
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
小
冊
子
を
配
布

し
、
集
団
実
験
を
行
っ
た
。
小
冊
子
の
学
習
リ
ス
ト
は
、
1
8
単
語
を
無
作
為
に
配

例
し
た
リ
ス
ト
を
四
種
作
成
し
、
そ
れ
ら
を
4
通
り
に
組
み
合
せ
て
用
い
ら
れ

た
。
1
回
の
試
行
で
の
三
三
時
間
は
一
分
間
で
、
そ
れ
に
続
く
自
由
再
生
や
連
続

自
由
試
行
で
の
自
由
再
生
も
一
分
間
で
あ
っ
た
。
実
験
に
先
立
っ
て
、
被
験
者
に

は
、
4
回
の
学
習
試
行
中
に
1
8
の
単
語
を
出
来
る
だ
け
完
全
に
記
憶
し
再
生
す
る

こ
と
、
ま
た
再
生
に
あ
た
っ
て
は
自
由
に
思
い
出
せ
る
順
に
再
生
用
紙
の
記
入
欄

の
上
か
ら
順
番
に
書
き
入
れ
る
よ
う
教
示
し
た
。

　
結
果
の
処
理
　
ま
ず
六
十
九
人
の
被
験
者
中
、
5
試
行
の
自
由
再
生
で
1
8
単
語

を
完
全
に
再
生
し
た
者
を
選
び
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
分
析
の
対
象
と
な
る
被

験
者
数
は
十
六
名
と
な
っ
た
。
完
全
正
再
生
者
を
の
み
分
析
の
対
象
に
し
た
理
由

は
、
桐
村
（
H
Φ
刈
㊤
）
と
同
様
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
方
法
上
の
都
合
で
あ
る
。

　
具
体
的
な
処
理
に
は
、
品
詞
に
よ
る
群
化
、
主
観
的
体
制
化
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
な
ど
を
用
い
、
そ
の
う
ち
品
詞
に
よ
る
群
化
の
分
析
に
は
、
O
l
E
の
指
標

（ω

ｸ
ρ
〇
一
ど
　
H
O
①
O
）
を
用
い
た
。
こ
れ
は
次
の
様
な
式
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。

　
　
〒
曽
㌣
三
・
）
で
、
黒
・
了
蝦
↓
で
あ
喚
各
記
号
の
意
味
は
、

彫
が
カ
テ
ゴ
リ
K
で
再
生
さ
れ
た
項
目
数
（
本
実
験
で
の
K
は
品
詞
に
あ
た
る
）
、

総
再
生
数
、
0
は
観
察
さ
れ
た
応
化
量
、
E
は
期
待
さ
れ
る
群
化
量
で
あ
る
。

N
は

　
そ
の
他
の
指
標
な
ど
は
、
桐
村
（
6
刈
⑩
）
．
と
同
じ
で
あ
る
が
、
名
前
だ
け
あ
げ

れ
ば
、
主
観
的
体
制
化
の
P
F
（
ω
醇
暮
Φ
茜
卸
↓
昏
ぎ
。
q
仁
⑩
§
、
図
①
p
留
＝

の
一
致
係
数
W
、
最
短
距
離
法
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
（
奥
野
ら
、
お
鵠
）
で
あ

る
。　

結
果
と
考
察
　
　
十
六
人
の
被
験
者
は
1
8
単
語
を
完
全
に
正
再
生
し
て
い
る
の

で
、
初
め
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
群
化
と
主
観
的
体
制
化
で
あ
る
。
表
1

自由再生5試行での被験者別の各尺度の平均

（●は事例被験者）

表1

化
F
　
8
6

制
P
　
＆

体
劇
．
，に

生
5
0

黎
国

体
E

畿塒
翠

四獣被験者陣蝋一整

12．11

11．11

9．36

9．36

10．36

13．61

8．36

8．61

6．86

8．36

7．61

5．86

9．61

6．86

7．36

16．25

17．00

15．75

16．00

17．25

18，00

15．25

15．50

13．75

14．75

15．50

13．50

15．75

13．75

13．50

3
ゆ
　
。
2
　
惑
　
3
　
。
6
　
。
0
　
山
岡
　
冷
　
』
2
　
⑩
　
4
　
2
　
講

8
1
0
3
5
4
8
7
8
9
1
0
1
0
3
6
6
6
7

㎜
励
即
燗
牽
強
西
郡
幽
口
慣
銘
…
脱
麗
妬

0．869

0．994

0．674

0．972

0。806

0．918

0，998

0．818

0．838

0．504

0．981

0．427

0．523

0．985

0．928

0，849

18

P8

P8

@
1
8
1
8
　
1
8
　
1
8
1
8
1
8
　
1
8
1
8
1
8
1
8
　
1
8
　
1
8
1
8

1

2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6

●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●

一103一



は
、
各
被
験
者
ご
と
の
一
致
係
数
W
、
群
化
に
よ
る
平
均
再
生
項
目
数

生
）
、
平
均
群
化
0
－
E
、
主
観
的
体
制
化
に
よ
る
平
均
再
生
項
目
数

再
生
）
、
平
均
体
制
化
P
F
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
2
は
、

（5）

表1の各尺度間の相関係数（正再生を除く）

　　　　　　　　（2｝　　　　　（3）　　　　　　　（4）

衷2

0．375　　0．3632　　　0．3580　　0．5399

　　　　　　0．9997　　－0．1678　　0．0102

　　　　　　　　　　　　　　－0．1739　　0，0040

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．9102

数
　
生

（1）一致一

再化群

群化0－E
体制化再生

体制化PF

②
　
㈹
　
ω
　
㈲

（
群
化
再

（
体
制
化

　
　
　
　
　
そ
れ
ら
五
つ
の
得
点
間
の
相

関
を
表
わ
し
て
い
る
。
表
2
の
“
群
化
再

生
と
群
化
0
－
E
”
と
”
体
制
化
再
生
と

体
制
化
P
F
”
が
そ
れ
ぞ
れ
、
同
”
O
．
O
り
り
刈

と
円
1
1
0
●
O
H
O
b
。
と
ほ
ぼ
完
全
相
関
に
近
い

こ
と
か
ら
、
再
生
内
容
の
検
討
に
は
群
化

0
－
E
と
体
制
化
P
F
だ
け
で
十
分
で
あ

ろ
う
。
“
一
致
係
数
と
群
化
O
l
E
（
糧
一
1

0
・
。
。
①
。
。
b
。
）
”
や
“
一
致
係
数
と
体
制
化
P

F
（
H
洞
日
O
・
α
G
Q
㊤
り
）
”
の
各
相
関
は
、
自

由
再
生
5
試
行
で
の
再
生
順
序
の
一
致
度

が
群
化
よ
り
主
観
的
体
制
化
と
関
係
が
強

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
群

化
が
各
試
行
内
で
の
項
目
相
互
の
ま
と
ま

り
を
扱
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
主
観
的
体

制
化
が
隣
接
す
る
2
試
行
間
の
再
生
順
序

（
正
順
と
逆
順
）
の
順
序
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
体
制
化
P
F
と
の
相
関
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
指
標

問
の
関
係
を
詳
細
に
調
べ
る
た
め
に
、
一
致
係
数
W
と
群
化
0
－
E
と
体
制
化
P

F
と
の
各
々
の
間
の
相
関
図
（
図
2
）
を
作
成
し
た
。
図
2
の
三
つ
の
図
に
お
い

て
、
表
1
の
十
六
人
の
被
験
者
は
1
6
個
の
黒
丸
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　
桐
村
（
ぢ
δ
）
で
の
結
論
の
一
つ
と
し
て
、
『
（
4
）
体
制
化
と
再
生
の
関
係

を
論
じ
る
に
は
被
験
者
の
個
人
差
を
十
分
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
』
と
指
摘
し
た

問
題
点
が
、
図
2
の
三
つ
の
相
関
図
に
現
わ
れ
て
い
る
。
相
関
係
数
が
低
い
こ
と

　　●●●
●

●●3●

　　o　■
●↑
　　S2

●
ぺ
舗

　
　
　
膨

ω
　
●
尺

S
！
▼
●

　
●

r＝・5399

重0 12　　14PF86

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

w
切
　
α
8
　
α
β
　
㎝
　
α
2
　
0

％
．
●

2
●
●
●

“
・

ぜ
　
3

　
　
　
　

　
　
　
ド

．
論

●

●

尺

　S12

r＝．3632

100－E8642

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

w
切
　
α
8
　
α
6
　
胴
　
㎎
　
o

　
　
●

●
行
2

　
、

　
　
　
●
●
●

．
．
．
●

．
論
　
一

S12≒》● ●¢S3

r；・0040

10 12　　工4PF86

O－E
　10

　8

　6

　4

　2

　0

0

表1をもとにした一致係数Wと群化0－Eと体制化PFの相関図図2

は
、
二
つ
の
尺
度
間
の
変
化
に

一
貫
性
が
乏
し
い
こ
と
な
の

だ
が
、
例
え
ば
、
三
つ
の
申
で

比
較
的
高
い
相
関
を
示
し
た
一

致
係
数
と
体
制
化
P
F
の
場
合

で
も
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を
調
べ
る

た
め
に
表
1
と
図
2
か
ら
、
一

致
係
数
W
・
群
化
0
－
E
・
体

制
化
P
F
で
高
得
点
の
老
と
低

得
点
の
者
を
四
人
選
び
出
し
検

討
を
加
え
て
み
る
。
こ
の
四
人

は
、
表
1
の
被
験
者
番
号
の
頭

に
黒
丸
を
つ
け
た
者
で
あ
り
、

図
2
の
中
で
矢
印
と
被
験
者
番

号
で
示
し
た
者
で
あ
る
。
な

お
、
S
は
被
験
者
ω
q
ど
Φ
9
の

頭
文
字
で
あ
り
、
番
号
は
表
1

の
番
号
で
あ
る
。
選
ば
れ
た
四

人
は
顕
著
な
個
人
差
を
示
し
て

お
り
、
例
え
ば
、
S
2
は
三
つ

の
尺
度
で
高
得
点
で
あ
る
の
に

対
し
、
S
1
2
は
S
2
と
同
じ
く
1
8
の
単
語
を
完
全
に
正
し
く
再
生
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
再
生
内
容
の
特
徴
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
こ
の
四
人
の
被
験
者
の
正
再
生
量
を
薫
化
0
！
E
と
体
制
化
P
F
が
、
4

学
習
試
行
お
よ
び
5
自
由
再
生
試
行
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
示
し
て
い
る
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平
均
正
再
生
量

18

16

14

12

10

塵

　；一一△’

’

！

oLr一甲＿一｝

つ・S2☆S10

｛卜S3★S12

か
を
図
示
し
て
み
た
。
正
再
生
量
の
変
化

そ
し
て
体
制
化
P
F
が
図
5
で
あ
る
。
三

分
に
各
被
験
者
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と

で
は
、
S
3
の
記
銘
一
再
生
の
良
さ
と
、

試
行
後
半
で
は
四
人
と
も
ほ
ぼ
完
全
に
学

　
品
詞
カ
テ
ゴ
リ
に
よ
る
群
化
の
変
化
を

一一・一一一一1歪習醜縮

学習試行 自由再生試行

図5　4人の被験者の平均正再生量の変化

3
で
、
群
書
O
I
E
が
図
4
で
、

処
理
は
行
な
わ
な
か
っ
た
が
、
十

き
よ
う
。
図
3
の
正
再
三
の
変
化

S
1
2
の
悪
さ
が
目
立
つ
が
、
学
習

て
い
る
。

た
図
4
で
は
、
学
習
試
行
の
後
半

か
ら
自
由
再
生
試
行
に
わ
た
っ
て
、
群
化
の
程
度
に
お
い
て
明
瞭
に
分
離
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
表
1
で
の
S
3
と
S
1
2
の
平
均
群
化
0
－
E
の
低
さ
は
、

自
由
再
生
5
試
行
全
体
で
の
低
さ
か
ら
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様

に
、
図
5
の
体
制
化
P
F
の
変
化
に
お
い
て
も
、
群
化
0
－
E
ほ
ど
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
も
の
の
、
S
1
0
と
S
1
2
が
S
2
と
S
3
に
比
ら
べ
て
主
観
的
体
制
化

が
さ
ほ
ど
う
ま
く
形
成
き
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
図
4

O－E

10

8

6

4

2

0

1
ム・一△一△一血一△

’

、
、

「
、

＜＞S2「△・S10

｛卜S3「会S12

学習試行 自理再生試行

図4　4人の被験者の平均群化0－Eの変化
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433
行
一
試
2
習

2
学

卜 3　　3－4　　　　　　　1－2　　2－3　　3－4　　4－5

：行　　　　　　　　自由再生試行

4人の被験者の平均体制化PFの変化

16

@
　
1
4
　
　
1
2
　
　
1
0O
Q
　
　
　
ρ
0
　
　
　
4
　
　
　
9
自
　
　
　
0

図5

と
図
5
か
ら
、
S
2
は
群
化
と
主
観
的
体
制
化
の
2
つ
の
体
制
化
方
略
を
用
い

て
自
由
再
生
を
行
い
、
S
1
0
と
S
3
は
群
化
も
し
く
は
主
観
的
体
制
化
の
い
ず
れ

か
を
用
い
、
S
1
2
は
そ
の
い
ず
れ
を
も
有
効
に
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
S
1
2
は
5
試
行
の
自
由
再
生
に
お
い
て
な
に

か
他
の
方
略
を
用
い
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
懸
明
な
努
力
に
よ
っ
て
の
み

再
生
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
っ
て
描
い

た
系
統
樹
に
よ
っ
て
、
一
層
明
確
に
指
摘
し
う
る
し
、
さ
ら
に
群
書
や
主
観
的
体

制
化
と
再
生
と
の
関
係
に
お
け
る
個
人
差
も
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
S
2
、
S
3
、
S
1
0
、
S
1
2
の
自
由
再
生
試
行
全
体
か
ら
得
た
1
8
単
語
の
系

統
樹
は
、
被
験
者
の
順
に
図
6
か
ら
図
9
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
図

の
項
目
の
連
結
の
特
徴
は
、
前
述
し
た
二
つ
の
体
制
化
方
略
の
存
在
を
よ
り
明
自

に
し
て
い
る
。
系
統
樹
で
の
1
8
項
目
は
、
自
由
再
生
5
試
行
で
の
平
均
再
生
位
置

を
考
慮
し
て
配
列
し
て
あ
る
（
各
項
目
の
数
字
が
そ
の
平
均
位
置
で
あ
る
）
。
図
6
の

S
2
で
は
、
群
化
と
主
観
的
体
制
化
を
う
ま
く
用
い
、
か
つ
そ
の
体
制
化
構
造
を

ほ
と
ん
ど
崩
す
こ
と
な
く
一
貫
し
て
再
生
し
て
い
る
こ
と
が
、
系
統
樹
と
一
致
係

数
な
ど
か
ら
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
主
観
的
体
制
化
の
方
略
を
用
い
て
い
る
と

し
た
図
7
の
S
3
で
は
、
比
較
的
少
な
い
品
詞
カ
テ
ゴ
リ
群
書
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
各
項
目
の
第
一
段
階
の
い
く
つ
か
の
品
詞
間
連
結
と
高
い
体
制
化
P
F
と
比

較
的
高
い
一
致
係
数
に
よ
っ
て
そ
の
方
略
利
用
を
確
認
で
き
る
。
群
化
方
略
を
用

い
た
図
8
の
S
1
0
の
場
合
は
、
1
8
項
目
の
う
ち
1
7
項
目
が
品
詞
カ
テ
ゴ
リ
群
化
に

よ
っ
て
再
生
し
て
い
る
も
の
の
、
主
観
的
体
制
化
に
よ
る
方
略
を
利
用
し
て
い
な

W＝。994，0－E＝10．00，PF＝12．11

赤い

黒い

白い

広い

大きい

長い

とり

ざかな
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飛行機

船
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つくる

のる

なく

うごく

およぐ

0．1

　　7．0

　　8．0

　　9．0

　1α0

　1LO
　12．O

0．0

S2の系統樹

（項目の頭の数字は平均再生位置、

項目をくくる範囲は品詞群化）

一ユ06一

［
1．6

2，0

2．4

如
5
0
a
o
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い
こ
と
が
、
平
均
再
生
位
置
の
複
雑
さ
と
項
目
連
結
の
複
雑
さ
と
に
よ
っ
て
明
ら

か
で
あ
る
。
最
後
の
図
9
の
S
1
2
に
つ
い
て
は
、
項
目
連
結
の
の
仕
方
や
連
結
位

置
の
相
対
的
な
高
き
や
、
そ
れ
に
平
均
再
生
位
置
な
ど
の
点
か
ら
、
こ
の
被
験
者

が
自
由
再
生
試
行
の
各
試
行
で
か
な
り
で
た
ら
め
に
再
生
を
行
い
、
同
時
に
体
制

化
方
略
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
提
示
き
れ
た
1
8
項
目
の
す
べ
て
を
、
5
試
行
の
す
べ
て
で
完
全
に
正
再
生
で
き

て
い
る
被
験
者
は
、
そ
の
再
生
量
だ
け
か
ら
考
え
れ
ば
、
同
程
度
の
記
銘
－
再
生

能
力
を
有
し
て
お
り
、
等
質
な
被
験
者
集
団
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
さ
ざ
る
を
え

な
い
。
き
ら
に
、
人
閻
の
情
報
処
理
過
程
に
お
け
る
知
識
の
構
造
や
機
能
を
扱
う

際
に
も
、
一
般
化
も
し
く
は
平
均
化
き
れ
た
体
制
化
構
造
や
そ
の
他
の
結
果
に
基

W＝．674，0－E33．20，　PF＝11．11

赤い

白い

黒い

とり

なく

さかな

およぐ

いぬ

うごく

飛行機

船

自動車

のる

大きい

長い

広い

つくる
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図7

づ
き
論
じ
ぎ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
く
か
ら
の
心
理
学
に
お
け
る
問

題
で
あ
る
個
人
差
の
問
題
は
、
実
験
1
や
桐
村
（
H
⑩
お
）
で
論
考
し
て
き
た
結

果
、
十
分
に
新
し
き
間
題
と
し
て
扱
う
に
価
す
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た

同
時
に
、
個
々
の
人
間
が
発
達
の
過
程
で
獲
得
し
形
成
し
て
き
た
知
識
構
造
が
決

し
て
一
様
な
も
の
で
な
く
、
例
え
ば
、
ω
℃
Φ
霞
日
缶
詳
ρ
が
知
能
の
構
造
の
説
明

と
し
て
提
唱
し
た
一
般
知
能
因
子
と
特
殊
因
子
の
ご
と
く
、
一
般
的
な
体
制
化
構

造
に
支
え
ら
れ
た
知
識
と
特
殊
的
な
体
制
化
構
造
に
依
存
す
る
知
識
と
を
、
人
間

の
知
識
の
構
造
や
情
報
処
理
過
程
に
お
け
る
知
識
　
（
意
味
論
的
記
憶
な
ど
を
含
む
）

の
位
置
づ
け
を
論
じ
る
時
に
は
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
実
験
1
で
の
検
討
が
あ
ま
り
に
個
別
的
と
な
り
す
ぎ
、
体
制
化
構
造

に
お
け
る
特
徴
の
差
異
抽
出
に
は
、
三
つ
の
品
詞
構
成
に
よ
る
刺
激
リ
ス
ト
で
は

限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
序
論
の
最
後
に
も
述
べ
た
が
、
量
的
な
尺
度
を
媒
介
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“
詔
銘
認
m
鴇
胴
胴
M
α
8
錨
舗
錨
a
o
㏄
㎝
9
n
鮪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
［
　
　
「
」
　
「
l
」
　
　
「
I
」
　
「
」
　
　
「
し

と
し
つ
つ
、
よ
り
明
瞭
に
個
人
の
体
制
化
構
造
の
分
類
と
そ
れ
に
加
え
て
等
質
な

被
験
者
グ
ル
ー
プ
の
構
成
を
可
能
に
す
る
と
期
待
で
き
る
刺
激
リ
ス
ト
を
設
け
、

こ
の
問
題
の
新
た
な
る
展
開
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
実
験
亜
の
二
つ
の
実
験
は
、
前
述
し
た
意
図
が
十
分
に
生
か
さ
れ
る
も
の
か
ど

う
か
に
つ
い
て
の
試
験
的
な
実
験
で
あ
る
。
こ
こ
で
用
い
る
刺
激
リ
ス
ト
は
、
形

容
詞
単
語
＋
名
詞
単
語
か
ら
な
る
句
形
式
の
項
目
で
あ
る
。
句
形
式
を
用
い
る
理

由
は
、
実
験
1
や
桐
村
（
目
ミ
㊤
）
の
よ
う
に
刺
激
リ
ス
ト
内
に
お
い
て
単
語
の
品

詞
が
異
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
銘
－
再
生
に
お
け
る
個
々
の
項
目
の

名
目
上
の
機
能
は
等
価
で
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
実
験
計
画
や
分
析
法
を
変
え
て

み
て
も
、
至
り
つ
く
結
論
は
こ
れ
ま
で
の
域
を
出
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
、

句
形
式
の
項
目
の
記
銘
ー
再
生
は
、
連
合
主
義
（
9
0
駐
ψ
O
O
一
9
二
〇
昌
一
ω
目
）
の
も
と
で
の

対
連
合
学
習
で
の
知
見
や
、
↓
ゲ
o
日
ω
8
俸
↓
巳
く
冒
α
q
（
ご
『
O
）
の
Φ
琴
。
α
ぎ
α
q

。・

紫
@
。
峯
。
芽
の
問
題
、
そ
し
て
句
形
式
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
章
記
憶

の
問
題
と
も
有
機
的
な
関
連
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。
句
形
式
の
導
入
に
よ

っ
て
、
よ
り
日
常
的
な
記
憶
の
問
題
に
も
接
近
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

実
験
　
1
（
a
・
b
）

　
目
的
　
形
容
詞
＋
名
詞
の
句
形
式
の
項
目
か
ら
な
る
刺
激
リ
ス
ト
が
、
体
制
化

構
造
の
特
徴
抽
出
の
た
め
に
優
れ
た
材
料
で
あ
る
か
否
か
を
、
二
つ
の
実
験
に
よ

っ
て
検
討
す
る
。

　
方
法
　
実
験
1
は
、
㈲
提
示
方
法
と
再
生
方
法
の
効
果
に
関
す
る
実
験
と
、
㈲

部
分
－
全
体
（
冨
吋
丁
≦
ぎ
ε
学
習
の
移
行
実
験
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
学
習
材

料
で
あ
る
句
項
目
は
、
二
つ
の
実
験
で
共
通
で
あ
る
。
表
3
が
そ
の
共
通
の
項
目

で
あ
り
、
こ
の
一
種
類
の
み
を
使
用
し
た
。
形
容
詞
＋
名
詞
の
句
は
、
梅
本
（
ぢ

＄
）
の
連
想
基
準
表
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
形
容
詞
か
ら
名
詞
あ
る
い
は
そ
の
逆

の
連
想
関
係
に
あ
る
単
語
を
で
き
る
だ
け
多
く
選
択
し
、
さ
ら
に
各
品
詞
内
で
類

似
・
反
対
関
係
や
概
念
カ
テ
ゴ
リ
の
関
係
と
な
る
対
を
構
成
で
き
る
よ
う
に
句
を

作
成
し
た
。
さ
ら
に
句
の
各
品
詞
は
、
表
3
の
項
目
欄
の
カ
ギ
か
っ
こ
で
結
ば

れ
て
い
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、
「
美
し
い
（
山
）
ー
汚
な
い
（
文
字
）
」
　
「
（
汚

な
い
）
文
字
1
（
遅
い
）
手
紙
」
な
ど
の
よ
う
に
、
1
6
の
句
項
目
す
べ
て
を
形

容
詞
や
名
詞
と
交
互
に
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
故
、
仮
り
に
学
習
者

が
こ
の
形
容
詞
と
名
詞
の
各
品
詞
内
で
の
関
係
に
気
づ
け
ば
、
ど
の
句
か
ら
で
も
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表5実験豆aとbで用いた刺激材料とその連想
　　　方向と頻度〔梅本1969による〕

　　　（A、Bは部分リストの項目、各品詞の単語

　　　を2つずつ結んでいるのは群化計算のための
　　　まとまり）

　
　
　
ー
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
5
亘
1
）
菊
　
壷
畿
％
5
髭
5
E
叢
撰
駕
撚
躍
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
↓
　
＝
↓
↑
↓
↑
↓
↓
　
↓
↑
↓
↓
↑
↓
↑
↑
　
↑
↓
　
　
　
－
耀
一
￥
一
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

削
淘
釦
諭
予
言
飾
り
漸
　
　
手
ば
ら
　
　
　
ネ
　
太
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
リ
　
日
　
文
　
　
つ
　
か
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
い
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
い
　
い
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
き
　
　
い
い
し
な
い
い
　
い
　
い
　
い
い
い
る
わ
し
美
汚
遅
速
　
黒
　
白
長
短
暗
明
こ
優
小
恩
　
狭
広
〔
　
　
〔
　
　
　
〔
　
　
　
〔
　
〔
　
　
〔
　
　
　
〔
　
　
　
〔

ロ
リ

A
B
　
A
B
A
B
　
A
B
A
B
A
B
　
A
B
　
A
B

鎖
状
に
す
べ
て
の
句
項
目
を
再
生
で
き
る
。
連
想
の
矢
印
は
連
想
基
準
表
で
の
連

想
方
向
で
あ
り
、
頻
度
は
一
、
○
○
○
人
申
の
連
想
頻
度
で
あ
る
。
ま
た
部
分
リ

ス
ト
の
欄
の
A
と
B
は
、
実
験
H
b
（
部
分
－
全
体
学
習
）
の
部
分
学
習
リ
ス
ト
と

し
て
用
い
た
組
み
分
け
で
あ
る
。

　
ま
ず
実
験
∬
a
（
提
示
方
法
と
再
生
方
法
の
効
果
に
関
す
る
実
験
）
は
、
桐
村
（
H
㊤

謡
）
と
同
様
の
方
法
を
用
い
て
い
る
。
提
示
方
法
の
条
件
は
3
条
件
で
、
ま
ず

表
3
の
カ
ギ
か
っ
こ
で
く
く
ら
れ
た
形
容
詞
を
含
む
句
を
隣
接
し
て
提
示
す
る

形
容
詞
ブ
ロ
ッ
ク
（
切
一
。
o
吋
）
提
示
条
件
　
（
名
詞
部
分
は
隣
接
項
目
間
で
関
係
の
あ
る

対
に
な
ら
な
い
）
と
、
逆
に
句
の
名
詞
部
分
が
対
に
な
る
名
詞
ブ
ロ
ッ
ク
提
示
条

件
と
、
そ
し
て
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
形
容
詞
も
名
詞
も
隣
接
し
て
対
に
な
ら
な

い
ラ
ン
ダ
ム
（
国
9
。
口
儀
。
ヨ
）
提
示
条
件
と
で
あ
る
。
再
生
方
法
の
条
件
は
、
前
半

と
後
半
の
2
回
の
句
自
由
再
生
試
行
の
間
に
挿
入
さ
れ
た
品
詞
別
自
由
再
生
で

の
、
形
容
詞
項
目
の
み
の
再
生
条
件
と
名
詞
項
目
の
み
の
再
生
条
件
の
2
条
件
で

あ
る
。
そ
れ
故
実
験
条
件
は
、
被
験
者
間
要
因
と
し
て
3
提
示
条
件
×
2
再
生
条

件
の
計
6
条
件
で
あ
る
。
被
験
者
内
要
因
は
試
行
条
件
で
、
試
行
グ
ル
ー
プ
順
に

5
学
習
試
行
（
記
銘
－
自
由
再
生
）
と
1
回
目
の
4
句
自
由
再
生
試
行
と
3
品
詞
別

自
由
再
生
試
行
と
2
回
目
の
2
自
由
再
生
試
行
で
あ
る
。
記
銘
お
よ
び
再
生
の
時

間
は
、
1
6
の
句
項
目
リ
ス
ト
の
記
銘
に
8
0
秒
、
学
習
試
行
と
2
回
の
句
自
由
再
生

と
の
自
由
再
生
に
8
0
秒
、
そ
し
て
品
詞
別
自
由
再
生
に
4
0
秒
で
あ
っ
た
。
被
験
者

は
女
子
短
大
生
百
二
十
人
で
、
提
示
×
再
生
6
条
件
の
各
条
件
に
2
0
興
ず
つ
小
冊

子
の
無
作
為
配
布
で
割
り
当
て
た
。
小
冊
子
は
、
刺
激
リ
ス
ト
用
紙
と
各
再
生
用

紙
で
の
2
7
ペ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
実
験
は
集
団
で
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
各
条
件
で

の
句
項
目
の
配
列
順
序
は
条
件
ご
と
に
5
種
類
ず
つ
の
リ
ス
ト
に
し
、
学
習
試
行

で
の
リ
ス
ト
配
列
順
も
5
通
り
に
変
え
た
。

　
実
験
豆
b
（
部
分
一
全
体
学
習
）
で
は
、
ま
ず
表
3
に
示
し
た
A
と
B
の
8
句
項

目
ず
つ
を
ま
と
め
て
部
分
リ
ス
ト
と
し
、
こ
れ
を
最
初
に
4
学
習
試
行
と
3
自

由
再
生
試
行
と
の
部
分
学
習
を
行
っ
た
（
被
験
者
間
要
因
）
。
そ
の
後
直
ち
に
、
全

体
学
習
に
移
つ
り
、
部
分
学
習
で
学
習
し
た
8
句
項
目
に
、
残
り
の
新
し
い
8

句
項
目
を
加
え
た
計
1
6
句
項
目
を
学
習
さ
せ
た
。
被
験
者
内
要
因
で
あ
る
試
行

は
、
4
学
習
試
行
と
3
自
由
再
生
試
行
と
名
詞
部
分
の
み
の
3
自
由
再
生
試
行
か

ら
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
実
験
正
b
で
の
全
体
学
習
の
再
生
で
、
形
容
詞
部
分
の

再
生
条
件
を
加
え
な
か
っ
た
主
た
る
理
由
は
、
被
験
者
数
の
都
合
で
あ
っ
た
。

次
に
感
銘
と
再
生
の
時
間
は
、
部
分
学
習
で
は
幽
玄
と
再
生
と
も
に
す
べ
て
4
0

秒
、
全
体
学
習
で
は
名
詞
自
由
再
生
が
4
0
秒
で
あ
る
こ
と
を
除
い
て
、
記
銘
と
再

生
は
8
0
秒
目
あ
っ
た
。
被
験
者
は
、
看
護
学
校
女
生
徒
2
4
人
で
、
部
分
リ
ス
ト
2

条
件
に
1
2
名
ず
つ
を
割
り
当
て
た
。
き
ら
に
、
刺
激
リ
ス
ト
用
紙
や
再
生
用
紙
は

部
分
学
習
用
1
6
ペ
ー
ジ
と
全
体
学
習
用
2
0
ペ
ー
ジ
と
に
分
け
て
小
冊
子
に
さ
れ
、

集
団
で
実
験
が
実
施
さ
れ
た
。
リ
ス
ト
構
成
や
そ
れ
ら
の
配
列
順
序
は
、
慎
重
な

配
慮
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
。

　
結
果
の
処
理
　
　
処
理
は
、
実
験
1
と
同
じ
方
法
と
尺
度
で
、
体
制
化
P
F
と
群
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化
0
－
E
と
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
た
。

実
験
∬
8
の
結
果
と
考
察

　
本
実
験
は
、
句
を
学
習
材
料
と
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
調
べ

る
た
め
の
実
験
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
正
再
生
量
に
お
よ
ぼ

す
提
示
条
件
と
再
生
条
件
の
効
果
を
検
討
す
る
。
提
示
条
件
別

の
平
均
再
生
量
の
結
果
が
、
図
1
0
の
上
部
の
白
丸
・
白
三
角
・

白
四
角
で
あ
り
、
全
試
行
に
わ
た
っ
て
再
生
条
件
を
無
視
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
分
散
分
析
に
よ
っ
て
再
生
条
件
の
主
効

果
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
学
習
・
句
再
生
・
品
詞
別
再

生
・
句
再
生
の
各
試
行
グ
ル
ー
プ
別
に
、
四
つ
の
提
示
条
件
×

再
生
条
件
×
試
行
の
3
要
因
分
散
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
有
意
な
差
を
得
た
の
は
、
一
回
目
句
再
生
の
再
生
条
件
×

試
行
〔
閏
（
。
。
b
O
）
1
1
b
。
●
。
。
。
。
。
b
讐
℃
〈
●
O
呂
と
品
詞
別
再
生
の

提
示
条
件
×
再
生
条
件
×
試
行
〔
閏
（
心
6
0
）
1
1
卜
。
．
㊤
①
。
。
》
℃
〈

●
8
〕
の
交
互
作
用
だ
け
で
あ
っ
た
。
　
他
の
主
効
果
は
、
学
習

試
行
で
の
提
示
条
件
〔
閏
（
F
G
。
O
）
口
。
。
・
①
㊤
α
も
く
。
O
α
〕
と

試
行
〔
男
（
心
u
嵩
O
）
“
Q
。
。
。
・
G
。
①
α
も
く
．
O
O
一
〕
の
効
果
の
み
で

あ
っ
た
。
な
お
、
学
習
時
の
ブ
ロ
ッ
ク
提
示
の
効
果
は
、
桐
村

（
お
這
）
や
O
o
h
霞
（
お
留
）
な
ど
の
結
果
と
同
傾
向
で
あ

り
、
そ
の
他
の
過
去
の
多
く
の
知
見
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い

る
事
実
で
あ
る
。
図
1
0
と
分
散
分
析
の
結
果
に
よ
っ
て
、
名

詞
部
分
が
関
連
づ
け
て
提
示
き
れ
る
時
が
最
も
学
習
し
や
す
い

と
い
う
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
品
詞
に

よ
る
再
生
が
容
易
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
二
次
の
交
互
作
用

の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
結
論
を
下
し
難
い
。
た
だ
し
、
句
再

生
か
ら
品
詞
別
再
生
、
品
詞
別
再
生
か
ら
句
再
生
へ
と
移
行
す
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る
2
試
行
ご
と
の
分
散
分
析
に
お
い
て
は
、
品
調
別
再
生
に
移
る
時
に
試
行
〔
閏

（H

閧fQ

n
）
U
日
◎
。
・
H
O
ρ
℃
〈
●
O
O
一
）
の
主
効
果
が
、
ま
た
再
び
句
再
生
に
移
る
時

に
提
示
〔
岡
（
b
。
”
ω
O
）
1
1
禽
●
＄
O
も
く
．
O
呂
と
試
行
〔
司
（
ど
Q
。
O
）
H
μ
Q
。
・
。
。
b
。
Q
。
堕

℃
〈
・
8
ご
の
主
効
果
が
得
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
晶
詞
別
再
生
は
、
被
験
者
が
い

ず
れ
か
の
品
詞
項
目
を
再
生
す
る
に
あ
た
っ
て
何
ら
か
の
混
乱
を
お
こ
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　
句
の
形
式
で
記
憶
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
品
詞
別
に
再
生
を
求
め
ら
れ
た
時
、

再
生
量
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
同
じ
図
1
0
の
下

部
の
提
示
条
件
別
体
制
化
P
F
で
検
討
を
加
え
よ
う
。
四
つ
の
試
行
グ
ル
…
プ
別

の
3
要
因
分
散
分
析
の
結
果
は
、
学
習
試
行
で
提
示
条
件
〔
閃
（
b
。
b
O
）
1
1
（
。
。
．

O
お
”
℃
〈
・
O
O
H
〕
と
試
行
〔
司
（
ω
も
O
）
H
b
。
も
。
●
α
8
”
℃
〈
・
O
O
H
〕
の
主
効
果
だ

け
が
、
そ
し
て
一
回
目
の
句
再
生
で
提
示
条
件
〔
司
（
b
。
も
O
）
“
。
。
．
Q
。
8
も
く
・
O

呂
の
主
効
果
と
再
生
条
件
×
試
行
〔
閃
（
b
。
》
①
O
）
“
♪
0
ド
唱
く
●
O
呂
の
交
互

作
用
を
得
た
。
ま
た
、
図
1
0
で
の
破
線
で
結
ん
だ
三
つ
の
得
点
に
よ
る
試
行
グ
ル

ー
プ
間
の
移
行
時
の
分
散
分
析
の
結
果
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
学
習
試
行
か

ら
句
再
生
移
行
時
の
提
示
条
件
〔
国
（
ド
。
。
O
）
H
Φ
●
⑩
窪
℃
℃
〈
●
O
O
H
〕
と
試
行

〔
閏
（
b
。
讐
O
O
）
け
ド
G
。
観
も
く
・
8
〕
の
主
効
果
と
再
生
条
件
×
試
行
〔
団
（
b
。
も
O
）

“
心
．
G
。
O
O
”
℃
〈
●
O
呂
の
交
互
作
用
が
、
句
再
生
か
ら
品
詞
別
再
生
へ
の
移
行
時

に
再
生
条
件
〔
凋
（
H
》
ω
O
）
1
1
伊
①
零
も
く
・
O
呂
と
試
行
〔
国
（
b
。
る
O
）
稠
O
・
。
。

刈
8
℃
〈
．
O
禍
）
の
主
効
果
が
、
そ
し
て
最
後
の
移
行
時
に
試
行
〔
国
（
b
。
も
O
）
“

O
』
q
。
G
。
も
く
●
O
O
μ
〕
の
主
効
果
と
提
示
条
件
×
試
行
〔
男
（
野
①
O
）
1
ー
ド
O
Q
。
9

●
O
α
〈
℃
〈
．
H
O
〕
の
傾
向
を
得
た
。
こ
れ
か
ら
、
図
1
0
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
品

詞
項
目
に
よ
っ
て
関
係
づ
け
て
提
示
き
れ
た
両
ブ
ロ
ッ
ク
提
示
は
、
主
観
的
体
制

化
の
形
成
に
大
い
に
役
立
ち
、
一
回
目
の
句
再
生
に
お
い
て
は
そ
の
体
制
化
構
造

が
再
生
の
有
効
な
道
具
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
品
詞
別
再

生
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
試
行
で
形
造
ら
れ
た
体
制
化
構
造
は
再

生
に
不
適
当
な
た
め
、
再
体
制
化
の
必
要
が
生
じ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
反
し
、

　　　’ノ
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＼ρ @／祉一
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イ

㌔
　
　
　
…
、
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＼
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X
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牽
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表4　欝化0－Eに関する分散分析の有意な効果一提示×再生×試行一

　　　　　（＊は．05、＊＊は．01、＊＊＊は．001のレベル）

試行要因の範囲 形容詞0－Eの効果とF値 名詞0－Eの効果とF値
学習試行（1～5） 提示：F（2，30）＝36．566 ＊＊＊ 提示：F（2，30）＝114．213 ＊＊＊

試行：F（4，120）＝16．328 ＊＊＊ 試行：F（4，120）＝6．249 ＊＊＊

提示×試行：F（8，120）＝5．135＊＊＊ 提示×試行：F（8，120）＝5．729 ＊＊＊

提示×再生×試行：F（8，120）＝2．892＊＊

学習試行（5｝～（1） 提示：F（2，30）＝23．826 ＊＊＊提示：F（2，30）＝65．610 ＊＊＊

句再生試行（1～4）　提示：F（2，30）＝25．077 ＊＊＊提示：F（2，30）篇69。735　　　＊＊＊

　　　提示×再生X試行：F（6，90）＝2・829＊

句再生試行（4）～　　　提示F（2，30）＝18．451　　　＊＊＊提示：F（2，30）＝62．022

　　品詞別再生試行（1）試行＝F（1，30）＝4．997　　　　　＊提示×再生：F（2，30）＝4・773

　　　　　　　　　　再生×試行：F（1，30）＝10．631＊＊再生×試行：F（1，30）＝8・311

＊＊＊

　　＊

　＊＊

品詞別再生試行（1～3）提示：F（2，30）＝22．725

　　　　　　　　　　再生：F（1，30）＝6．189

＊＊＊提示：F（2，30）＝68．846

　　＊再生lF（1，30）＝10．666

　　　提示×再生：F（2，30）＝3．645

＊＊＊

　＊＊

　　＊

品詞別再生試行（3）　提示：F（2，30）＝23．454　　＊＊＊提示：F（2，30）＝49．854　　　＊＊＊

　　　～句再生試行（1）試行＝F（1，30）＝7．837　　　　＊＊再生×試行：F（1，30）誕12．081　＊＊

　　　　　　　　　　再生×試行＝F（1，30）＝8．348　＊＊

句再生試行（1～2）　提示＝F（2，30）＝18．385 ＊＊＊提示＝F（2，30）＝36．323 ＊＊＊

ラ
ン
ダ
ム
提
示
条
件
は
、
移
行
の
影
響
を
強
く
受
け
な
が
ら
も
、
そ
れ

ま
で
の
ラ
ン
ダ
ム
提
示
に
よ
る
不
利
益
が
逆
に
不
利
と
な
ら
ず
、
早
急

な
再
体
制
化
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
他
の
点
で
は
、
2
回
目
の

句
再
生
に
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
名
詞
ブ
ロ
ッ
ク
提
示
条
件
が
初
期
の

体
制
化
レ
ベ
ル
に
ま
で
も
ど
っ
て
い
る
こ
と
は
、
句
形
式
の
情
報
が
体

制
化
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
形
容
詞
よ
り
も
名
詞
が
意
味
処
理
の
中
核

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
本
実
験
で
の
主
観
的
体
制
化
は
、
表
3
の
リ
ス
ト
特
性
か
ら
し
て
群

化
と
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
品
詞
別
群
侶
に
つ
い
て
の
群
化
0
－

E
の
結
果
が
図
1
1
で
、
自
が
形
容
詞
の
群
雄
0
－
E
の
得
点
で
、
黒
が

名
詞
の
そ
れ
で
あ
る
。
き
ら
に
、
品
詞
別
再
生
に
お
い
て
は
、
実
線
で

形
容
詞
の
み
の
再
生
を
、
破
線
で
名
詞
の
み
の
再
生
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
は
、
図
の
煩
雑
さ
を
出
来
る
だ
け
避
け
る
た
め
に
、
品

詞
別
再
生
の
部
分
以
外
は
、
再
生
条
件
を
無
視
し
て
図
示
し
て
い
る
。

分
散
分
析
は
分
析
の
都
合
上
、
形
容
詞
O
I
E
と
名
詞
0
－
E
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
行
っ
た
。
有
意
な
主
効
果
と
交
互
作
用
は
、
表
4
に
ま
と
め

て
示
し
て
あ
る
。
明
ら
か
に
品
詞
別
の
ブ
ロ
ッ
ク
提
示
は
、
そ
れ
に
対

応
す
る
品
詞
群
化
の
形
成
に
有
利
に
働
い
て
い
る
。
ま
た
、
品
詞
別
再
生

試
行
と
そ
の
前
後
の
試
行
移
行
時
に
お
い
て
は
、
再
生
条
件
の
効
果
が

み
ら
れ
て
い
る
。
特
に
ラ
ン
ダ
ム
提
示
条
件
で
、
品
詞
別
再
生
で
の
再

生
項
目
と
合
致
し
た
群
化
O
l
E
の
上
昇
が
特
徴
的
で
あ
る
と
共
に
、

名
詞
二
化
O
I
E
で
の
相
対
的
に
高
い
群
化
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

体
制
化
の
結
果
同
様
、
句
に
お
い
て
名
詞
の
果
す
役
割
が
大
き
い
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
各
再
生
試
行
グ
ル
ー
プ
別
に
、
全
被
験
者

の
形
容
詞
群
化
O
I
E
と
名
詞
群
化
0
－
E
の
相
関
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
第
1
句
再
生
で
は
目
“
I
O
績
O
。
。
、
品
詞
別
再
生
で
は
弓
1
1
－
O
領

自
、
第
2
句
再
生
で
は
同
H
I
O
・
鳶
b
。
で
あ
り
、
す
べ
て
有
意
な
負
の
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相
関
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
句
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
顕
著
で
対
称
的
な
群

化
を
得
や
す
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
句
構
成
の
材
料
に
よ
っ
て
、
再
生
に
影
響
を
与
え
て
い
る
体
制
化
の
分
析
は
、

体
制
化
P
F
の
指
標
以
上
に
品
詞
別
同
化
0
－
E
に
よ
っ
て
適
格
に
分
離
分
析
で

き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
句
を
用
い
る
こ
と
の
利
点
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析

に
お
い
て
も
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
図
1
2
か
ら
図
1
5
ま
で
が
、
全
再
生
に
お
い

て
完
全
再
生
を
し
て
い
た
被
験
者
六
人
中
の
四
人
の
結
果
で
あ
る
が
、
提
示
条
件

と
再
生
条
件
の
全
6
条
件
に
お
い
て
均
等
に
事
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
重
複
を
避
け
四
人
に
絞
っ
た
。
い
ず
れ
の
図
に
も
、
前
半
と
後
半
の
句
再

生
と
品
詞
別
再
生
の
三
つ
の
系
統
樹
と
、
体
制
化
P
F
と
形
容
詞
0
－
E
と
名
詞

0
－
E
の
値
を
あ
げ
、
句
項
目
の
頭
に
は
平
均
再
生
順
位
も
記
入
し
て
お
い
た
。

詳
細
な
分
析
は
避
け
る
が
、
品
詞
O
l
E
の
高
低
が
系
統
樹
の
連
結
項
鼠
の
意
昧

内
容
と
、
体
制
化
P
F
の
高
低
が
系
統
樹
の
横
軸
で
の
高
さ
と
分
枝
の
状
態
と
に

関
係
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
品
詞
別
再
生
で
非
再
生
品
詞
（
系
統
樹
の
か
っ

こ
内
の
項
目
）
が
再
生
品
詞
に
与
え
る
影
響
を
、
前
後
の
句
再
生
の
項
目
連
結
の
内

容
の
比
較
に
よ
っ
て
判
断
で
き
る
。

　
実
験
1
の
目
的
は
、
句
形
式
項
目
を
材
料
と
す
る
こ
と
で
、
体
制
化
構
造
の
特

徴
抽
出
が
可
能
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
の
結
果
で

指
摘
し
う
る
こ
と
は
、
体
制
化
P
F
と
品
詞
別
群
化
0
－
E
の
値
に
よ
っ
て
、
被

験
者
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
の
上
で
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
怨
ど
の
多

変
量
解
析
に
か
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
展
開
を
な
し
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本

論
文
お
よ
び
桐
村
（
μ
鶏
⑩
）
で
用
い
た
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
手
法
で
は
、
刺
激
項

目
す
べ
て
が
完
全
に
再
生
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
い
う
前
提
条
件
が
あ
っ
た
。
今
後

は
、
不
完
全
な
再
生
結
果
に
も
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
て
い
る
甲
一
窪
臼
団
（
お

刈
Φ
）
の
手
法
な
ど
を
取
り
入
れ
、
改
良
を
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
句
材
料
の
有
用
性
は
、
十
分
に
実
験
皿
a
で
確
認
き
れ
た
が
、
重
ね
て
実
験
I

b
に
お
い
て
も
簡
単
に
で
は
あ
る
が
確
め
て
お
く
。
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実
験
皿
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の
結
果
と
考
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実
験
∬
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と
同
じ
く
正
再
生
量
と
体
制
化
P
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の
結
果
を
ま
ず
、
部
分
学
習
と

全
体
学
習
と
に
分
け
て
図
1
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に
示
し
た
。
分
散
分
析
を
部
分
リ
ス
ト
条
件
×
試
行

の
2
要
因
で
、
各
試
行
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
リ
ス
ト
の
主
効
果

は
全
く
有
意
で
な
く
、
試
行
の
主
効
果
だ
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得
ら
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分
学
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も
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O
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そ
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部
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リ
ス
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条
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無
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。
ま

た
、
各
試
行
グ
ル
ー
プ
間
の
移
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時
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一
切
な
か
？
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あ
え
て
全
体
学
習
で
の
自
由
再
生
か
ら
名
詞
再
生
へ
の
再
生
量
の
減
少
は
問
題
に

し
な
く
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
次
に
、
体
制
化
P
F
に
関
し
て
は
、
部
分
学
習
の
再
生
試
行
で
の
試
行
〔
聞

（
b
o
噌
瞳
）
“
①
．
陛
Φ
も
く
●
O
昌
に
主
効
果
が
、
そ
し
て
学
習
試
行
か
ら
再
生
試

行
へ
の
移
行
で
試
行
〔
閏
（
b
。
℃
薩
）
1
1
。
。
」
①
ρ
8
〈
℃
〈
●
日
O
〕
に
傾
向
が
あ
っ

た
。
全
体
学
習
で
は
学
習
試
行
の
試
行
〔
岡
（
。
。
も
Φ
）
1
1
罎
．
㊤
8
も
く
．
O
O
昌
と

名
詞
再
生
の
試
行
〔
閃
（
b
。
”
濠
）
H
。
。
●
8
。
。
”
●
O
α
〈
唱
く
μ
O
〕
の
主
効
果
に
有
意

差
と
傾
向
が
得
ら
れ
、
試
行
グ
ル
ー
プ
の
移
行
時
で
、
自
由
再
生
か
ら
名
詞
再
生

の
試
行
〔
閲
（
b
。
燭
濠
）
1
1
Q
。
』
①
O
も
く
・
O
O
昌
の
主
効
果
が
あ
っ
た
。
こ
の
結

果
、
部
分
学
習
お
よ
び
全
体
学
習
の
再
生
に
対
し
て
句
項
目
の
主
観
的
体
制
化
の

形
成
が
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
全
体
学
習
の
名
詞
再
生
へ

の
移
行
は
、
蓑
面
的
な
再
生
そ
の
も
の
へ
の
影
響
（
正
再
生
の
減
少
）
は
少
な
く
と

も
、
そ
れ
ま
で
の
構
造
的
特
性
で
あ
る
主
観
的
体
制
化
に
強
く
作
用
し
て
い
る
こ

と
が
推
察
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れ
る
。
も
う
一
つ
の
体
制
化
尺
度
で
あ
る
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化
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－
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の
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図
1
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、
全
体
学
習
だ
け
の
結
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図
示
の
理
由
は
、
部
分
学
習
で
は
群

雄
が
測
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
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品
詞
項
目
の
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で
関
係
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け
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澄
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①
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．
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．
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グ
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．
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詞
〔
閃
（
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・
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〕
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行
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）
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式
の
材
料
の
記
銘
・
再
生
に
お
い
て
は
、
名
詞
よ
り
も
形
容
詞
部
分
に
よ
っ
て
句

項
目
相
互
を
関
係
づ
け
や
す
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
は
実
験
皿
a
と

矛
盾
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
に
関
し
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
が
、
名
詞
再
生
移
行
時
で
の
形
容
詞
群
化
O
i
E
の
減
少
と
も
合
せ
て
考

察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
が
残
る
に
し
て
も
、
句
形
式
に
よ
る
体

制
化
構
造
の
分
析
そ
れ
自
体
の
有
用
性
は
、
何
ら
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な

よし　
最
後
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
る
系
統
樹
を
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
図
示
し

て
お
く
。
図
1
8
か
ら
図
2
0
が
代
表
的
な
3
被
験
者
の
系
統
樹
で
、
部
分
学
習
で
の

再
生
時
と
全
体
学
習
で
の
自
由
再
生
お
よ
び
名
詞
再
生
時
と
の
も
の
で
あ
る
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特
に
、
全
体
学
習
で
の
句
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目
の
頭
に
つ
け
た
丸
印
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部
分
リ
ス
ト
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項
目
に
注

目
す
れ
ば
、
図
1
8
の
被
験
者
X
と
他
の
2
被
験
者
の
間
に
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再
生
時
の
体
制
化
方

略
の
利
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状
況
の
差
違
が
理
解
で
き
よ
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。
前
者
は
、
部
分
学
習
時
に
形
成
し
た

体
制
化
構
造
そ
の
も
の
を
全
体
学
習
に
持
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
者

は
形
容
詞
も
し
く
は
名
詞
の
項
目
間
の
意
味
関
係
を
使
用
す
る
た
め
に
、
部
分
学

習
で
の
体
制
化
を
壊
し
、
新
た
に
全
体
学
習
リ
ス
ト
の
た
め
に
再
体
制
化
し
て
い

る
。
こ
の
両
体
制
化
構
造
の
違
い
は
、
体
制
化
P
F
が
3
被
験
者
間
で
ほ
ぼ
等
し

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
品
詞
群
化
O
I
E
の
差
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
極
め
て
簡
単
な
検
討
で
あ
っ
た
が
、
結
論
と
し
て
、
個
別
的

に
特
徴
の
あ
る
体
制
化
構
造
を
抽
出
す
る
に
は
、
体
制
化
P
F
や
群
化
O
l
E
の

測
定
値
に
よ
っ
て
被
験
者
を
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
共
通
す
る
特
徴
の
あ
る
集
団
に

ま
と
め
、
多
変
量
解
析
な
ど
の
方
法
で
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
、
目
下
の
と
こ

ろ
最
適
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
す
で
に
実
験
豆
a
で
の
結
論
の
再
確
認
で
あ
る
。

　
実
験
1
で
用
い
た
句
形
式
の
刺
激
材
料
が
、
体
制
化
研
究
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
記
憶
研
究
に
実
り
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
形
容
詞
＋
名
詞
の
句
（
慣
用
句
を
含
む
）
を
用
い
た
過
去
の
記
憶
研
究
と
し
て

は
、
口
。
お
≦
ぎ
た
ち
に
よ
る
一
連
の
「
復
原
記
憶
（
δ
象
纂
。
α
q
§
ぞ
。
日
。
ヨ
自
団
）
」
の
研
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図18被験者Xの部分一全体学習での系統樹と体制化PF、品詞群化0－E
　　　（項目の頭の数字は平均再生位置、数字：の頭の○印は部分リスト項目）
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3　　　白い手　　　　　　　　　　　　　　0　7　汚ない文字　　　　　　　　0　7．7　（明るい）太陽
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図19　被験者Yの部分一全体学習での系統樹と体制化PF、品詞群化0－E（図18の説明と同じ）
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、図20　被験者Zの部分一全体学習での系統樹と体制P甘、品詞群化0－E（図18の説明と同じ）
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究
が
あ
る
。
（
出
塁
。
葺
鳳
毛
寓
8
卸
〉
暑
o
o
α
翼
O
O
僧
頃
臼
。
≦
ぎ
℃
O
窪
累
鎖
昌
や
O
琶
臨
α
q
餌
P

卍
繋
己
匿
§
≦
言
や
零
看
醇
》
日
Φ
Φ
曾
＝
。
8
≦
欝
節
ζ
き
亀
。
・
》
H
。
鐸
§
。
。
）
彼
ら

の
研
究
内
容
の
紹
介
や
本
研
究
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
機
会
に
譲
る

が
、
鵠
霞
。
≦
＃
麟
卸
ζ
9
。
嶺
Φ
｝
貯
（
同
¢
刈
N
）
は
そ
の
要
約
で
次
の
様
な
句
に
お
け
る

形
容
詞
と
名
詞
の
特
性
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

　
『
…
…
形
容
詞
一
名
詞
の
句
の
復
原
記
憶
で
は
、
名
詞
は
自
由
再
生
で
よ
く
思

い
出
さ
れ
、
さ
ら
に
手
が
か
り
再
生
（
O
q
①
傷
　
聴
O
O
餌
一
一
）
で
は
よ
り
良
い
手
が
か
り
で

あ
る
。
…
…
名
詞
は
形
容
詞
よ
り
も
多
く
の
特
徴
（
｛
＄
9
同
霧
）
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
…
…
単
語
は
二
つ
の
異
な
る
方
法
で
結
び
つ
け
ら
れ
る
…
…
。
一
1
げ
。
巳
冒
σ
q

（．．

｢
、
．
は
．
．
ぎ
蝕
く
凱
直
巴
”
、
も
し
く
は
、
、
ぎ
山
Φ
℃
o
節
理
曳
、
の
略
で
、
重
複
特
徴
と
し
て
あ
げ

て
い
る
）
は
、
二
つ
の
単
語
が
共
通
の
特
徴
一
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
が
よ
り
多
く
重

複
す
る
と
そ
の
結
合
が
増
々
強
く
な
る
一
を
有
す
る
時
に
生
じ
る
。
｝
1
げ
8
留
口
α
q

（、．

|
、
．
は
．
、
す
鱒
．
、
の
略
で
、
新
し
く
獲
得
さ
れ
た
特
徴
と
し
て
用
い
て
い
る
）
は
、
全
体

と
し
て
の
句
が
要
素
で
あ
る
単
語
を
性
格
づ
け
し
な
い
よ
う
な
特
徴
を
獲
得
す
る

時
に
生
じ
る
。
…
…
名
詞
は
句
が
一
一
ぴ
。
巳
貯
α
q
で
あ
る
な
ら
ば
、
よ
り
良
い
手

が
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
一
1
1
げ
。
乱
貯
α
q
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
う
と
は

な
ら
な
い
。
…
…
』
。

　
句
に
お
け
る
品
詞
の
役
割
、
文
章
に
お
け
る
句
の
役
割
、
そ
の
他
の
単
語
か
ら

文
章
へ
の
多
く
の
問
題
を
考
慮
し
検
討
す
る
な
か
か
ら
、
人
間
の
情
報
処
理
過
程

に
お
け
る
知
識
、
い
い
か
え
る
な
ら
記
憶
体
制
化
の
働
き
と
位
置
づ
け
が
可
能
と

な
る
で
あ
ろ
う
。

要
　
　
約

　
体
制
化
構
造
の
個
別
的
な
特
徴
を
、
各
種
の
体
制
化
尺
度
や
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
に
よ
っ
て
求
め
る
た
め
に
、
三
つ
の
実
験
（
実
験
1
、
I
a
、
豆
b
）
が
行
な
わ

れ
た
。
実
験
1
は
、
形
容
詞
と
名
詞
と
動
詞
の
各
品
詞
に
属
す
る
1
8
の
単
語
を
学

習
さ
せ
、
自
由
再
生
5
試
行
の
結
果
を
体
制
化
P
F
、
群
化
0
－
E
、
お
よ
び
一

致
係
数
の
尺
度
か
ら
分
析
し
た
。
特
に
二
つ
の
体
制
化
尺
度
間
の
相
関
が
低
く
、

被
験
者
間
に
大
き
な
個
人
差
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
代
表
的
な
四
人
の
被
験
者
に

限
っ
て
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
。
そ
し
て
体
制
化
尺
度
に
お
け
る
個
別
的
な
特

徴
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
系
統
樹
に
は
っ
き
り
現
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
三
つ
の
品
詞
を
用
い
た
こ
と
に
よ
る
刺
激
材
料
の

利
点
を
、
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
実
験
皿
で
は
、
形
容
詞
＋
名
詞
の
句
形
式
の
刺
激
材
料
に
よ
っ
て
、
体

制
化
の
個
別
的
な
特
徴
抽
出
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

実
験
皿
は
、
提
示
方
法
と
再
生
方
法
の
効
果
を
調
べ
た
実
験
皿
a
と
、
部
分
－
全

体
学
習
に
お
け
る
体
制
化
方
略
の
転
移
に
関
す
る
実
験
皿
b
と
か
ら
な
っ
て
い

た
。
実
験
K
a
で
は
、
二
つ
の
体
制
化
尺
度
（
P
F
と
O
i
E
）
の
結
果
か
ら
、
品

詞
別
の
ブ
ロ
ッ
ク
提
示
に
よ
る
効
果
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
四
人
の
被
験
者
の

系
統
樹
の
分
析
に
よ
っ
て
、
句
形
式
の
材
料
が
顕
著
な
体
制
化
の
特
徴
を
得
る
の

に
適
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
他
方
実
験
皿
b
で
は
、
部
分
学
習
で
形
成
さ

れ
た
体
制
化
構
造
と
全
体
学
習
で
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
二
つ
の
体
制

化
尺
度
と
系
統
樹
か
ら
体
制
化
方
略
の
利
用
の
仕
方
に
明
ら
か
な
個
人
差
が
あ
る

こ
と
を
見
い
出
し
た
。
実
験
巫
に
よ
っ
て
、
句
形
式
の
材
料
が
今
後
の
体
制
化
研

究
に
多
く
の
効
用
を
も
た
ら
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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